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令和 5 年度 第 2 回 JCHO 東京蒲田医療センター地域協議会議事録 

 

日 時：令和 5 年 12 月 1 日（金）14：00～14：45 

場 所：東京蒲田医療センター 健康管理棟 

出席者：宮島委員 （テクノポートクリニック院長） 

    伊津野委員（大田区保健所所長） 

    古川委員 （社会福祉法人池上長寿園蒲田事業部門統括事業所長） 

    田中委員 （南蒲田二丁目町内会副会長） 

    渡邉委員 （南蒲田一丁目自治会長） 

    増田委員 （南蒲田三丁目町会長） 

     （JCHO 東京蒲田医療センター） 

    渡邊委員、宮澤委員、田村委員、宮﨑委員、佐藤委員、菊地委員、村田委員、 

    圓館委員、田窪委員、三ツ木委員（書記） 

司会：JCHO 東京蒲田医療センター 副院長 田村晃 

 

【議事内容】 

1. 令和 5 年度実績報告 

圓館委員より資料に基づき、下記事項について報告を行った。 

1） 上半期事業実績報告 

・入院患者数 

10 月の平均入院患者数は 140 名、11 月の平均入院患者数は 165 名になる予定 

    ・一日平均外来患者数 

     2023 年 4 月～10 月時点で、平均 300 名を超える。 

    ・救急搬送患者数 

     9 月までは平均 140 名だったが、コロナ感染症が 5 類に移行したため発熱患者

の受入が緩和され、10 月は 170 名まで増加した。 

    ・手術件数 

     2023 年 4 月～10 月時点で累計 736 件 

    ・健康管理センター受診者件数 

     2023 年 4 月～10 月時点で累計 12,383 件 

    ・紹介患者受入件数 

     2023 年 10 月は 400 件近くの紹介患者を受け入れ、コロナ前と同程度まで回復 

    

2） 当院の現状 

2023 年 10 月 地域連携に関するアンケート調査を実施（170 カ所） 

 →結果はホームページに掲載中 
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3） 地域包括支援センター・介護事務所との連携 

「オレンジカフェかまた」、社会的入院への対応、介護支援、認定看護師による支援に

ついて説明を行った。 

 

4) レスパイト入院・検査入院（飲み込みの検査） 

 レスパイト入院・検査入院についてご説明・ご案内した。 

 

5） 区民公開講座のご案内 

2023 年 12 月 16 日（土）に当院で開催される区民公開講座についてご案内した。 

 

2. 外部委員との意見交換 

（古川委員） 

 レスパイト入院の対象者について、医療依存の低い方・比較的健康な方でも預かって

いただくことは可能か。 

（圓館委員） 

 介護度が低くても、家庭の都合という場合にはご利用可能。医療依存度が無くてもぜ

ひご利用していただきたい。 

（古川委員） 

 病床数は決めているのか。 

（圓館委員） 

 病床に空きがあれば、受けているため特に病床数は制限していない。 

  （古川委員） 

   レスパイト入院中は検査や治療は行わないと記載があるが、この機会に検査をして

もらいたいという相談に乗ってもらえるのか。 

  （圓館委員） 

   お問い合わせをいただいたときに、検査のご希望も含めてお電話で確認させていた

だいている。ご希望の入院目的に合わせて、病床は地域包括ケア病棟か一般病棟かを判

断している。もちろんレスパイト入院中に検査を実施することも可能である。また入院

日には、必ず診察をさせていただき、その時点でのご病気の有無や検査の必要性なども

改めて確認させて頂いている。 

  （古川委員） 

   ご家族がコロナ感染症に罹患している場合でも預かってもらえるのか。 

  （圓館委員） 

   当院では PCR 検査を入院患者全員に行っている。その結果で病床の判断をしている

ため、濃厚接触だけでなく、コロナ陽性の方でも入院が可能である。 

  （古川委員） 
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   心強いです。ありがとうございます。 

 

  （圓館委員） 

   12 月 16 日（土）に今年度初めての区民公開講座を企画している。前回の地域協議会

でご要望のあったテーマとして腰痛体操をヒントに今回は、骨粗鬆症を中心とした「心

と身体の健康づくり」をテーマにした。今後、希望されるテーマはあるか。 

  （田中委員） 

   レスパイト入院のことを市民に向けて伝えていただければ、市民も安心するのでは

ないか。 

  （渡邉委員） 

   健康診断結果をきちんと読める人がいないので、紙を持参してもらい説明していた

だくと喜ぶと思う。 

  （古川委員） 

   認知症への理解、認知症を患っている方への理解が浸透しにくいと実感している。年

齢層を問わずに認知症についての講座開催を検討してほしい。 

  （圓館委員） 

   参考にします。 

  （渡邊院長） 

   コロナ感染症が治まってきている中、様々な会で一緒に勉強していきたい。ぜひ今回

の公開講座に参加していただき、これからも続けていきたい。 

 

  （渡邉委員） 

レスパイト入院はとてもありがたく、家族がとても助かることだ。 

  （圓館委員） 

   当院の病床を広く有効に活用したいという思いから、レスパイト入院の受け入れを

公に地域包括支援センターや介護職員などにも広報している。院長を始め先生方のご

協力もあり、受け入れ体制が整っているので、年末年始などは特にご活用頂きたい。 

 

  （宮島委員） 

   リハビリセンターはあるのか。 

  （圓館委員） 

   リハビリセンターはないが退院調整目的で転院され、リハビリを継続されることは

ある。完全な機能回復のリハビリは専門病院にご案内しており、当院は廃用予防や ADL

維持のためのリハビリを行っている。 

以上 


